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教科の目標：

【知識及び技能】
書の表現の方法や形式、多様性などについて幅広く理解するとともに、書写能力の向上を図り、書の伝統に基づき、効果的
に表現するための基礎的な技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心
豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美を味わい捉えたり
することができるようにする。

〇漢字の臨書
【知識及び技能】
古典に即した用筆、運筆との表現の関わり
を理解し使い分け、その基本的な表現技
術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
古典に即した字形や全体の構成を構想し
工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
古典の臨書学習からその表現方法を主体
的に考え、学習に取り組む。
　
〇作品制作（創作）
【知識及び技能】
古典に即した用筆、運筆との表現の関わり
を理解し意図に合わせた表現をする。
【思考力、判断力、表現力等】
意図に基づいた古典の字形や全体の構成
を構想し工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
古典の臨書学習からその表現方法を主体
的に考え、書作品の学習に取り組む。

指導事項
〇漢字の臨書
・道具の扱い方とその管理
・基本点画と基本用筆法
・書体や書風と用筆・運筆とのかかわり
・古典に基づく基本的な用筆・運筆
・古典や書体書風に即した字形や全体構
成
・参考古典「九成宮醴泉銘」「孔子廟堂
碑」「雁塔聖教所」「顔氏家廟碑」北魏の
書等
〇作品制作（創作）
・意図に基づいた表現
・古典の線筆、字形や構成を生かした表
現
・用具用材と書体や書風の表現とのかか
わり
（教科書）　ｐ２～３３、別冊ｐ１～１０

指導事項

〇書道の用語、書道史、鑑賞方法

・作品の価値と根拠

・漢字の書体の変遷

・書の伝統的な鑑賞方法

（教科書）　ｐ２～３３、ｐ７６～７

９

〇漢字の臨書
【知識・技能】
古典に即した用筆、運筆との表現の関わりを理解し使
い分け、その基本的な表現技術を身に付けている。
【思考力・判断力・表現力】
古典に即した字形や全体の構成を構想し工夫してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
古典の臨書学習からその表現方法を主体的に考え、
学習に取り組んでいる。
　
〇作品制作（創作）
【知識・技能】
古典に即した用筆、運筆との表現の関わりを理解し意
図に合わせ表現している。
【思考力・判断力・表現力】
意図に基づいた古典の字形や全体の構成を構想し工
夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
古典の臨書学習からその表現方法を主体的に考え、
書作品の学習に取り組んでいる。

鑑
賞

〇書道の用語、書道史、鑑賞方法
【知識及び技能】
書体の変遷や古典に即した用筆、運筆と
の表現の関わりを理解し、表現効果を分析
しながら鑑賞することができる
【思考力、判断力、表現力等】
著者や時代について理解を深め、古典に
即した用筆や字形、全体の構成を構想し
理論的に考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
古典や書の歴史文化について主体的に考
え、学習に取り組む。

態
配当
時数

評価規準 思知

〇書道の用語、書道史、鑑賞方法
【知識・技能】
書体の変遷や古典に即した用筆、運筆との表現の関
わりを理解し、表現効果を分析しながら鑑賞している。
【思考力・判断力・表現力】
著者や時代について理解を深め、古典に即した用筆
や字形、全体の構成を構想し理論的に考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
古典や書の歴史文化について主体的に考え、学習に
取り組んでいる。

足立東高等学校令和８年度（１学年用）　　教科　　芸術　　　　科目　　書道Ⅰ

教　科：　　芸術　　　　　　　　科　目：　　書道Ⅰ　　　　　　　　　単位数：　２　　単位

対象学年組：第　１　学年　１　組～　６　組  選択者

教科担当者：石井

使用教科書：（　　　　書道Ⅰ（大修館書店）　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】
書の表現の方法や形式、多様性などについて幅広く理解す
るとともに、書写能力の向上を図り、書の伝統に基づき、効
果的に表現するための基礎的な技能を身に付けるようにす
る。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想し表現を
工夫したり、作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え、
書の美を味わい捉えたりすることができるようにする。

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情
を育むとともに、感性を高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心
豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

科目の目標：

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
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〇漢字の臨書
【知識及び技能】
古典に即した用筆、運筆との表現の関わり
を理解し、使い分けるなど表現技術を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
古典に即した字形や全体の構成を構想し
工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
古典の臨書学習からその表現方法を主体
的に考え、学習に取り組む。

〇日本と中国の書の表現と文化
【知識及び技能】
古典に即した用筆、運筆との表現の関わり
を理解し、使い分けるなど表現技術を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
古典に即した字形や全体の構成を構想
し、中国の書と日本の書の関わりを考え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
古典の臨書学習からその表現方法、中国
と日本の書について主体的に考え、学習
に取り組む。
　

〇作品制作（創作）
【知識及び技能】
古典に即した用筆、運筆との表現の関わり
を理解し意図に合わせた表現ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
意図に基づいた古典の字形や全体の構成
を構想し工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
古典の臨書学習からその表現方法を主体
的に考え、書作品に学習に取り組む。

指導事項
〇漢字の臨書
・書体や書風と用筆・運筆とのかかわり
・古典に基づく基本的な用筆・運筆
・古典や書体書風に即した字形や全体構
成
・参考古典「蘭亭序」「祭姪稿」等
〇日本と中国の書の表現と文化
・書体や書風と用筆・運筆とのかかわり
・古典に基づく基本的な用筆・運筆
・古典や書体書風に即した字形や全体構
成
・参考古典「風信帖」三筆・三跡の書　等
〇作品制作（創作）
・古典の線筆、字形や構成を生かした表
現
・用具用材と書体や書風の表現とのかか
わり
（教科書）　ｐ３４～５５、７０～７５

〇漢字の臨書
【知識・技能】
古典に即した用筆、運筆との表現の関わりを理解し、
使い分けるなど表現技術を身に付けている。
【思考力・判断力・表現力】
古典に即した字形や全体の構成を構想し工夫してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
古典の臨書学習からその表現方法を主体的に考え、
学習に取り組んでいる。

〇日本と中国の書の表現と文化
【知識・技能】
古典に即した用筆、運筆との表現の関わりを理解し、
使い分けるなど表現技術を身に付けている。
【思考力・判断力・表現力】
古典に即した字形や全体の構成を構想し、中国の書と
日本の書の関わりを考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
古典の臨書学習からその表現方法、中国と日本の書
について主体的に考え、学習に取り組んでいる。
　

〇作品制作（創作）
【知識・技能】
古典に即した用筆、運筆との表現の関わりを理解し意
図に合わせた表現ができる。
【思考力・判断力・表現力】
意図に基づいた古典の字形や全体の構成を構想し工
夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
古典の臨書学習からその表現方法を主体的に考え、
書作品に学習に取り組んでいる。

〇仮名の臨書
【知識及び技能】
古典の線筆や書風、用筆や運筆とのかか
わりを理解し、古典に基づく基本的な用筆
や運筆を身につけいる。
【思考力、判断力、表現力等】
古典の書風に即した、用筆・運筆を理解し
使い分け、字形や全体構成を構想するな
ど工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
古典の臨書学習からその表現方法を主体
的に考え、学習に取り組んでいる。

〇作品制作（創作）
【知識及び技能】
古典に即した用筆、運筆との表現の関わり
を理解し意図に合わせた表現ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
意図に基づいた古典の字形や全体の構成
を構想し工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
古典の臨書学習からその表現方法を主体
的に考え、書作品の学習に取り組んでいる

指導事項
〇仮名の臨書
・小筆の扱い方
・仮名の基本用筆と平仮名
・変体仮名と連綿
・参考古典「蓬莱切」「高野切」等
〇作品制作（創作）
・仮名の紙面構成、文字選び
・用具用材による表現効果
・参考古典　三色紙　等
（教科書）　　ｐ　８２～１０６

〇仮名の臨書
【知識・技能】
古典の線筆や書風、用筆や運筆とのかかわりを理解
し、古典に基づく基本的な用筆や運筆を身につけい
る。
【思考力・判断力・表現力】
古典の書風に即した、用筆・運筆を理解し使い分け、
字形や全体構成を構想するなど工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
古典の臨書学習からその表現方法を主体的に考え、
学習に取り組んでいる。

〇作品制作（創作）
【知識・技能】
古典に即した用筆、運筆との表現の関わりを理解し意
図に合わせ表現している。
【思考力・判断力・表現力】
意図に基づいた古典の字形や全体の構成を構想し工
夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
古典の臨書学習からその表現方法を主体的に考え、
書作品の学習に取り組んでいる
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【知識及び技能】
・表現意図にあわせた用具用材を使い分
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・目的や用途に即して名筆や学習した古
典の技法や表現効果をいかして表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・漢字と仮名の調和した線筆を行う。
【知識及び技能】
・表現意図に合わせた漢字と仮名の調和
した字形、大きさ、構成等を工夫する。
【思考力、判断力、表現力等】
・名筆をとりいれて表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
多様な表現が可能な現代書に自分の思い
を構想して今まで学習したことを取り入れ
積極的に表現する。

指導事項
〇現代的な書の表現
・漢字と仮名の調和
・表現意図に合わせた古典技法
・用具・用材と表現効果の関わり
・表現意図に合わせた全体構成
・言葉や感動、思いを表現する
（教科書　ｐ１０８～１１９）
〇書式のルール
・目的や用途に即した効果的な表現
・文字の大きさや漢字と仮名の調和、全体
の文字の配置と構成
（教科書　ｐ１２４～１２５）

【知識・技能】
・表現意図にあわせた用具用材を使い分けている。
【思考力・判断力・表現力】
・目的や用途に即して名筆や学習した古典の技法や
表現効果をいかして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢字と仮名の調和した線筆を行っている。

【知識・技能】
・表現意図に合わせた漢字と仮名の調和した字形、大
きさ、構成等を工夫している。
【思考力・判断力・表現力】
・名筆をとりいれて表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
多様な表現が可能な現代書に自分の思いを構想して
今まで学習したことを取り入れ積極的に表現しようとし
ている。

【知識及び技能】
構成や線筆などから読み取れる作者の表
現意図を意図を理論的に考える
【思考力、判断力、表現力等】
書作品だけではなく、日常生活や社会に
おける書式へ使用場面を考えて、書を生
かす。
【学びに向かう力、人間性等】
仮名から漢字仮名交じりの書への変遷に
ついて理解し、様々な表現ができることを
存分にいかし書表現を楽しむ。

指導事項
〇漢字仮名交じりの書に成立と鑑賞
・漢字仮名交じりの成立と変遷
・漢字仮名交じりの表現と鑑賞
（教科書　ｐ１２０～１２３）

〇日本と中国の書の伝統と文化
【知識及び技能】
中国と日本の書の表現の違いや古典に即
した用筆、運筆との表現の関わりを理解
し、表現効果を分析しながら鑑賞する
【思考力、判断力、表現力等】
著者や時代について理解を深め、古典に
即した用筆や字形、全体の構成を構想し
理論的に考える。
【学びに向かう力、人間性等】
古典や書の歴史文化について主体的に考
え、学習に取り組んでいる。

〇仮名の成立と日本での変遷
【知識及び技能】
仮名の書の時代による表現の違いを理解
し、連綿や紙面構成による表現効果を分
析しながら鑑賞する。
【思考力、判断力、表現力等】
著者や時代について理解を深め、古典に
即した用筆や字形、全体の構成を構想し
理論的に考える。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の書である仮名や時代について主体
的に考え、学習に取り組んでいる。

指導事項

〇日本と中国の書の伝統と文化

・作品の価値と根拠

・日本と中国の書

・書の伝統的な鑑賞方法

（教科書）　ｐ３４～５５、ｐ７６～

７９

〇仮名の成立と日本での変遷

・作品の価値と根拠

・仮名の書の変遷

・書の伝統的な鑑賞方法

（教科書p８２～１０６）

〇日本と中国の書の伝統と文化
【知識・技能】
中国と日本の書の表現の違いや古典に即した用筆、
運筆との表現の関わりを理解し、表現効果を分析しな
がら鑑賞することができる
【思考力・判断力・表現力】
著者や時代について理解を深め、古典に即した用筆
や字形、全体の構成を構想し理論的に考えることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
古典や書の歴史文化について主体的に考え、学習に
取り組んでいる。

〇仮名の成立と日本での変遷
【知識・技能】
仮名の書の時代による表現の違いを理解し、連綿や紙
面構成による表現効果を分析しながら鑑賞することが
できる。
【思考力・判断力・表現力】
著者や時代について理解を深め、古典に即した用筆
や字形、全体の構成を構想し理論的に考えることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本の書である仮名や時代について主体的に考え、
学習に取り組んでいる。

【知識・技能】
構成や線筆などから読み取れる作者の表現意図を意
図を理論的に考えている。
【思考力・判断力・表現力】
書作品だけではなく、日常生活や社会における書式
へ使用場面を考えて、書を生かしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
仮名から漢字仮名交じりの書への変遷について理解
し、様々な表現ができることを存分にいかし書表現を楽
しんでいる。


